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まずはあなたの一歩から
埼玉県・朝霞市内公立小学校・六年
（氏名非公表）
　犯罪を無くすために、犯罪をしてしまった人がもう二度と罪を繰り返さないために、自分にできることはなんだろう。
　どんな罪を犯していても、命を奪うということは、あってはならないと思う。毎日のようにテレビに映るのは、フードを被る罪を犯した人だった。罪を犯した人達を更生するとなるとやはりそう簡単にもいかないだろう。罪を犯した人はどうせまた何の気なしに同じことを繰り返す、もしもどうにかして非行を繰り返させないように親身に話を聞こうとするならば、それに費やす時間と労力がどうしても必要になってくる、それなら、もっと被害者のケアを優先してほしいな、と思っていた。これは最初、私の正直な罪を犯した人に対する気持ちだった。でも今は、そんな風に考えることはなくなっている。私は、周りとの差、社会への不満や勘違いなどが、犯罪へつながる道だと思う。
最近私は、死刑になった受刑者のニュースを見た。彼は大きな罪を何度も繰り返した上に、逃亡し、食料の窃盗をした。逃亡中気付かず彼の周りに居た人は「優しい人だったのに、信じられない。」と驚いていたそうだ。結果彼は捕まり、死刑が執行されたことが発表された。被害者は果たして加害者が死刑にされることを求めているのだろうか。では、もしあなたの大切な人が加害者の手によって傷ついたのだとしたら、すでに帰らぬ人となっていたのなら。被害者の身内や大切な人が何より望むのは、加害者の命ではないと私は思う。もう戻ることのない被害者の命だが、だからこそ、加害者にその命の重さを理解させ、背負って歩かせることが必要なのではないか。もしも加害者が死刑になったとすれば、加害者と被害者の身内もまた、辛い思いをするだろう。どんなことをしていても、一つの尊い命であることに変わりはないのだ。故意に罪を犯した者もそうでない者も、周りの環境に影響されて望まない結果になってしまった人も少なくないのだと思う。
　また、そもそもの罪を無くすことも大切だと思う。ある時、クラスメイトの消しゴムが隠された。みんなで教室や廊下を探し回って見つかったのはカーテンの裏だった。隠された子はただ泣いていた。時がすぎて、また別の日、違うクラスメイトの消シゴムが無くなった。消しゴムが見つかったのは遠く離れたクラス前の廊下だった。隠されたクラスメイトは色を失なった、悲しそうな目をしていた。犯人探しが始まった。
「お前だろ」
「いやお前に決まってんじゃねえか」
「いやあいつだろ…─。」
教室がざわめいた。すると先生は大きな声で
「先生はどんな理由であったとしても消しゴムを隠した人を許しません。隠された人を傷つけたからです。先生は何の理由もなく誰かを疑う人を許しません。無責任に疑われた人を傷つけたからです。だから、先生はなんの理由もなく誰かを疑う人と消しゴムを隠した人を同じように怒ります。」
シンとした空気が漂う教室の隅に、一つ泣き声が聞こえた。涙をぬぐい続けて真っ赤に腫れた目を覆いながらその子は
「ごめんなさい」
そう何度もくり返していた。先生は
「よく自分から言えたね。」
と言った。
　それからどんなに時間が経とうとも、誰もその子を責めることはなかった。いじめは、誰かを傷つけることを望んでやっている。誰かのことを一方的に、無責任に傷つける。でも、いじめをした人も、罪を犯した人も、更生することができるのだ。罪の重さは違っても、傷つく人がいるのに変わりはない。だからこそ、止めなければならない。たった一言、小さな勇気だけで、将来起こる犯罪を一つ、また一つ無くしていける。「周りとの差」と私が捉えていたのは、一人ひとりの個性なんだと知った。「勘違い」と捉えていたのは、それぞれの考え方があってこそなんだと知った。重い罪も軽い罪も、変わりない犯罪だ。だが、その罪をしっかりと償った上で更生し、また一から新しく社会の一員となって働いて生きることは、良いことだと思う。命を持って償うことは、遺族や身内には納得かもしれない。しかし、加害者の家族にも同じ思いをしてほしくないと考える人も、私と同じようにいるかもしれない。犯罪に対する冷たい目は閉じて、澄み切った心を誰もが持てた時、一人ひとりが犯罪とはどんなものか、向きあって理解することができると思う。他人事ではない、自分の考え方ひとつ変えることから始めていけば、あなたもきっと誰かの救いになれるはずだ。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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